




いられている．修復に用いられるメッシュの選択に
関しては，様々な報告があるが，本症例では Light
Plug Mesh （Extra Large）を用いている．この理由
としては，tension free repair であればメッシュシー
トのみで十分と思われるが，強度をさらに高めるた
めにメッシュプラグでの補強を追加で行った．また，
腹腔鏡下腹会陰式直腸切断術の初回手術時に骨盤底
腹膜の修復を行うことで続発性会陰ヘルニアを予防
しうる可能性が考えられる．

結 語

腹腔鏡下腹会陰式直腸切断術施行後に続発性会陰
ヘルニアをきたした 1 例を経験したので，本邦報告
例を集計し文献的考察を加え報告した．
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表１ 本邦における腹会陰式直腸切断術後の会陰ヘルニア報告例

著者 年 年齢 性別 原疾患 初回術式 術後期間 ヘルニア
内容物 アプローチ 再発

1 Honda 1989 62 M 肛門管癌 開腹 1か月 小腸 経会陰 なし
2 Kitamura 1997 75 F 直腸癌 開腹 2年 小腸 経会陰 なし
3 Hirose 2001 74 F 直腸癌 開腹 2か月 小腸 開腹・経会陰 あり
4 Shinohara 2004 71 M 直腸癌 開腹 16 年 小腸 経会陰 なし
5 Onoda 2005 76 F 肛門管癌 開腹 9か月 記載なし 経会陰 なし
6 Kosuge 2005 76 M 直腸癌 開腹 10 か月 小腸 開腹・経会陰 なし
7 Miyashita 2007 70 F 肛門管癌 腹腔鏡 1週間 小腸 腹腔鏡 あり
8 Funahashi 2008 80 M 直腸癌 開腹 3か月 小腸 経会陰 なし
9 Akatsu 2009 89 F 直腸癌 腹腔鏡 4か月 小腸 経会陰 なし
10 Sakamoto 2009 73 F 直腸癌 腹腔鏡 5か月 小腸 開腹 なし
11 Nakau 2009 60 F 直腸癌 腹腔鏡 4か月 小腸 開腹 なし
12 Sugiura 2010 72 M 直腸癌 開腹 1か月 小腸 経会陰 なし
13 Nakajima 2010 74 F 直腸癌 開腹 2か月 小腸 開腹 なし
14 Nakajima 2010 72 M 直腸癌 開腹 1か月 小腸 開腹 なし
15 Yasui 2010 71 F 直腸癌 開腹 7年 記載なし 開腹・経会陰 なし
16 Inoguchi 2011 62 M 肛門管癌 開腹 2か月 小腸 開腹 なし
17 Kitahara 2012 75 F 直腸癌 開腹 9か月 小腸 経会陰 なし
18 Kitahara 2012 68 F 直腸癌 開腹 13 か月 小腸 経会陰 あり
19 Uno 2013 74 M 直腸癌 腹腔鏡 3か月 小腸 開腹 なし
20 Mukai 2013 83 M 直腸癌 腹腔鏡 13 か月 小腸 腹腔鏡 なし
21 Muneoka 2013 74 F 直腸癌 腹腔鏡 4か月 小腸 経会陰 なし
22 Muneoka 2013 81 M 直腸癌 腹腔鏡 3か月 記載なし ＯＰなし なし
23 Hiraga 2013 59 M 直腸癌 開腹 5か月 小腸 腹腔鏡 なし
24 Watanabe 2014 73 M 直腸癌 腹腔鏡 3か月 記載なし 腹腔鏡 なし
25 Takeshita 2015 77 M 直腸癌 腹腔鏡 10 か月 小腸 経会陰 なし
26 Kagitani 2015 57 M 直腸癌 開腹 8か月 小腸 経会陰 なし
27 Taguchi 2015 67 M 直腸癌 腹腔鏡 18 か月 小腸 開腹 なし
28 Ikeda 2015 68 Ｆ 直腸癌 腹腔鏡 1か月 小腸 腹腔鏡 なし
29 Ikeda 2015 67 Ｆ 肛門管癌 腹腔鏡 5か月 子宮 開腹 なし
30 Nakano 2015 75 F 直腸癌 腹腔鏡 3か月 小腸 経会陰 なし
31 Taniguchi 2016 90 M 直腸癌 腹腔鏡 6か月 小腸 経会陰 なし
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